
カリキュラム作成のポ
イント･留意点等を詳し
く解説

２０分野５６訓練科の訓練カリ
キュラム･成果シートを開発

マニュアル等による解説
（成果シートマニュアル､習得度評価の手引）

求職者支援訓練に係る訓練実施機関に対する主な支援

・機構は、職業能力開発のノウハウを活かし、これまでに介護・
情報分野など20分野56訓練科の訓練カリキュラム及び成果
シートを開発している。

・これらは、訓練カリキュラム作成等の参考として活用できるよ
う「カリキュラム作成ナビ」というツールで機構ホームページ
に掲載している。

・東京支部では、認定申請に係る相談の際に、本ツールを訓練実
施機関に提供し、認定基準に適合し、また受講者の就職に資す
る訓練カリキュラム等が円滑に作成できるよう支援している。

認定申請の促進に向けた支援 訓練実施を支援する取組内容

・訓練実施機関に対して訓練実施状況の確認や職業能力開
発及び就職支のノウハウの提供など、必要な指導及び助
言を行う。

・実施状況確認は、開講訓練コースに月１回（例えば3ケ月
訓練の場合は、原則３回）訓練実施機関を訪問して実施
する。

◆カリキュラム作成ナビの提供 ◆訓練実施状況の確認

＜実施状況確認のポイント＞
① 認定内容に基づき、適切に訓練を実施されているか。
② 受講者に対するアンケート結果に 対し、適切に対応しているか。
③ 就職支援の実施体制が整備され、適切な就職支援が実施されているか。
④ 訓練実施機関が抱える課題はないか。
等

○令和5年度実施状況確認の実績(巡回訪問) 1,978件
参考:開講コース数 422コース

指導内容

選考 選考基準、質問内容を書面にしていなかった
→チェックリストに基づき適正に実施するように指導

出席管理

など

出席・遅刻が累積している受講者に対する指導・警告
等の実施が不十分だった
→欠席日数に応じた指導・警告等を行い、書面に残す
ように指導
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◆訓練実施機関向け説明会の開催
・新規に認定を受けた訓練実施機関又は認定実績のある訓練

実施機関の新規担当者向け説明会を毎月実施し、訓練が
適切に運営できるよう支援している。

・また、開講が予定されている訓練実施機関の施設責任者等
を対象とした説明会を年間４回実施し、制度の改正など
時機に応じた情報の提供や訓練運営上の留意事項の説明、
また機構の有する就職支援のノウハウをまとめた就職支
援ツールの提供等を行っている。

【説明資料(一部抜粋) 】

＜就職支援ツール～就職支援マップ＞
訓練のどの時期にどのような就職支援を

行うか体系的に整理し、就職支援の重点事
項の設定及び就職支援項目ごとの進捗管理
について例示した就職支援ツール。

◆訓練の質向上を目的とした講習（求職者支援訓練サポート
講習）の実施

訓練実施状況確認時等に把握した訓練実施機関が抱える訓練運営上の課題
を基に、当機構が開発したカリキュラムにより求職者支援訓練サポート講習を
実施した。

受講対象者 実施回数 受講者数 満足度 ※
責任者、講師、就職支援責任者 １回 １７人 １００％

※ 満足度の定義:受講者アンケートによる受講内容の評価（①十分満足、②どちらかといえば満足、
③どちらかといえば満足できない、④満足できない）のうち、①及び②の合計の割合

○講習テーマ名 プロセスマネジメントの実例から見る早期就職を実現させ
る訓練運営[３時間]

就職支援における訓練運営について、どのように取り組んでいけばよいか、
就職に結びつくためのプロセスに焦点を当て、個々のプロセスを組み合わせ
た、いわば「訓練運営フレーム」を確認していく、という切り口から講義を
行い、参加者が自校で取り組んでいる事例について情報交換する場面も設け、
運営を見直すヒントを得ていただく。

終了後アンケート（受講後の感想）

・現状の認識との差異や他実施機関の
取り組み等が知れて良かったです。

・他実施機関の取り組みを知ることが
でき、交流ができた。

・こういった講習に参加するのは初めて
ですが、訓練運営を客観的にみる良
い機会になりました。

・運営する際になかなか他実施機関の
報告を得ることが少ないので、貴重
な体験となりました。

参考:受講者の声

【講習風景 】


